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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
道
路
保
全
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
今
回
は
「
特
殊
車
両
の
指

導
・
取
締
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
特
殊
車
両
と
は
、
通
常
の
車
両
よ
り
も

重
さ
や
大
き
さ
が
規
定
を
超
え
た
車
両
を

指
し
、
通
行
の
際
に
は
道
路
管
理
者
か
ら

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ

車
や
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
な
ど
が
代
表
例

で
す
。
重
い
車
両
や
寸
法
の
長
い
車
両
は
、

道
路
を
傷
め
た
り
、
交
差
点
で
の
事
故
の

原
因
と
な
る
た
め
、道
路
管
理
者
の
チ
ェ
ッ

ク
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
令
和
７
年
７
月
２
日
に
嘉
手
納
町
野
国

に
て
嘉
手
納
警
察
署
の
協
力
の
下
、
通
行

規
制
を
行
い
な
が
ら
特
殊
車
両
の
検
査
を

行
い
ま
し
た
。
約
２
時
間
で
４
台
の
車
両

の
検
査
を
行
い
、
結
果
と
し
て
２
台
の
車

両
の
違
反
が
発
覚
し
た
た
め
、
警
告
書
に

て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
嘉
手
納
警
察
署
を
は
じ
め
周
辺

の
道
路
利
用
者
の
協
力
に
よ
り
、
安
全
に

取
締
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
快
適
な
道
路
環
境
の
実
現
に
向

け
て
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
こ
れ

か
ら
も
環
境
に
優
し
く
持
続
可
能
な
農
林

水
産
業
を
応
援
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
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　「
み
ど
り
認
定
」
と
は
、
令
和
４
年
７
月

に
施
行
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
法
」
に
基
づ
き
、
化
学
肥
料
・
化
学
農

薬
の
使
用
を
減
ら
す
な
ど
、
環
境
に
優
し

い
農
業
を
行
う
者
を
支
援
・
促
進
す
る
た

め
の
認
定
制
度
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
石
垣
市
で
酪
農
経
営
と
農

畜
産
物
の
加
工
販
売
を
行
っ
て
い
る
「
農

業
生
産
法
人
有
限
会
社
伊
盛
牧
場
」
が
、

沖
縄
県
の
畜
産
分
野
で
は
初
め
て
と
な
る

「
み
ど
り
認
定
」
を
、
７
月
９
日
付
け
で
取

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
７
月
14

日
に
沖
縄
県
八
重
山
農
林
水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
で
認
定
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
代
表
の
伊
盛
米
俊
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

も
自
ら
の
牧
草
地
に
お
い
て
、
飼
養
牛
か

ら
生
産
し
た
堆
肥
を
肥
料
と
し
て
投
入
し

た
り
、
天
地
返
し
（
※
深
層
の
土
を
表
層

に
入
れ
替
え
る
作
業
）
に
よ
る
除
草
を
行

う
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
実
践

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
取
組

を
継
続
し
、
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
（
除

草
剤
）
の
使
用
低
減
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
ど
り
認
定
を
受
け
る
と
、
設
備
投
資

の
際
の
税
制
優
遇
や
、
補
助
事
業
の
採
択

で
優
遇
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

沖
縄
県
畜
産
分
野
で
初
！

伊
盛
牧
場
が
み
ど
り
認
定
を

取
得
し
ま
し
た
!!

特
殊
車
両
の
指
導
・
取
締
を

実
施
し
ま
し
た
！

みどり認定証交付式の様子

伊盛牧場　伊盛米俊代表

自給牧草を食べる乳牛

伊盛牧場の取組内容の一例
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７
月
は「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」で

す
。中
小
企
業
庁
で
は
、中
小
企
業
の
存
在

意
義
や
魅
力
等
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
広

く
醸
成
す
る
た
め
、７
月
の
１
ヶ
月
間
を「
中

小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」、中
小
企
業
基
本

法
の
公
布・施
行
日
で
あ
る
７
月
20
日
を「
中

小
企
業
の
日
」と
定
め
、各
地
域
に
お
い
て
中

小
企
業・小
規
模
事
業
者
に
関
連
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、７
月
17
日
に
ア

イ
ム・ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル「
小
ホ
ー

ル
」に
て
、（一社
）沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友

会
、沖
縄
県
、　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

沖
縄
事
務
所
と
共
催
で「
中
小
企
業
魅
力
発

見
フ
ェア
２
０
２
５
〜
若
い
感
性
で
探
る
中
小

企
業
の
魅
力
と
可
能
性
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、県
内
の
学
生
が
企
業
訪

問
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
発
見
し
た
、中

小
企
業
の
強
み
や
課
題
、改
善
策
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
沖
縄
大
学
、沖
縄
国
際

大
学
、名
桜
大
学
、琉
球
大
学
、尚
学
院
公

務
員
法
律
大
学
校
の
計
９
チ
ー
ム
か
ら
は
、

学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
発
見
し
た
中
小
企

業
の
魅
力
が
発
表
さ
れ
、企
業
か
ら
は「
自
分

た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
強

み
で
あ
る
と
気
づ
い
た
」「
普
段
社
員
と
自
社

の
魅
力
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
な
い
の
で
、社

内
の
生
声
を
聞
く
機
会
に
な
っ
た
」な
ど
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、沖
縄
県
立
芸

術
大
学
に
よ
る
、デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
地

域
の
課
題
解
決
の
取
組
み
の
紹
介
も
行
わ

れ
、各
学
校
に
よ
る
個
性
豊
か
な
発
表
に
、参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
刺
激
を
受
け
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、会
場
に
よ

る
投
票
が
行
わ
れ
、琉
球
大
学（
㈱
神
村
酒

造
）、尚
学
院
公
務
員
法
律
大
学
校（
㈱
シ
ス

テ
ッ
ク
沖
縄
）、沖
縄
大
学（
㈱
ハ
ピ
ス
ル
）の

入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
全
企
業
数
の
約
99
％
、沖
縄
で
は

99
・９
％
が
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
で

す
。地
域
の
発
展
を
担
う
中
小
企
業・小
規

模
事
業
者
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
中
小
企
業
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
経
済
の
成
長
に
繋
が
る
よ
う
、今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
、中
小
企
業・小
規
模

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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経
済
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課
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中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア２０２５

～若い感性で探る中小企業の魅力と可能性～」
を開催しました

（独）

発表した学生と企業研究にご協力いただいた皆様

プレゼンテーションの様子

仕
事
の窓窓
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